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Ⅰ．財団設立経緯と役割 

Ⅰ－１．設立経緯 

阿蘇外輪山西麓から熊本平野及びその周辺台地に広がる熊本地域11市町村は、地域全体で一つの地下

水盆を共有しており、そこから得られる地下水は、約 100 万人の地域の人々の暮らしをはじめ、農業、

工業など産業活動の礎となっており、地域を支える貴重な資源です。 

 しかし、近年地下水涵養量の減少による地下水位の低下や、硝酸性窒素などによる水質の悪化がみら

れるなど、水量・水質の両面の課題を抱えており、地下水を取り巻く環境は厳しさを増しています。 

私達は、このすばらしい財産である地下水を大切に守り、未来の子ども達へ引き継いでいかなければ

なりません。そのためには、熊本地域の地下水の水量・水質の改善は喫緊の課題であり、一日も早くそ

の対策を実行に移していくことが求められています。 

 このような中、地下水に関する調査研究を進めるとともに、その成果を踏まえた効率・効果的な地下

水保全対策を広域的に実施し、地下水環境の改善を図るため、（財）熊本地下水基金（以下「基金」と

いう。）を母体として既存の地下水保全組織を統合し平成２４年４月１日、「公益財団法人くまもと地下

水財団」が設立されました。 

 

※ 熊本地域とは、地下水盆を共有する熊本市、菊池市（旧旭志村、旧泗水町）、宇土市、合志市、 

大津町、菊陽町、西原村、御船町、嘉島町、益城町、甲佐町の 11 市町村 

    熊本地域の地下水の流れ 
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年 月 主 な 事 項 

平成 20 年 9 月 熊本地域地下水保全対策会議（以下「対策会議」という。）において「熊本地域地下

水総合保全管理計画」を策定し、地下水保全の推進体制の検討を明記 

平成 21 年 5 月 対策会議、熊本地域地下水活用協議会（以下「活用協議会」という。）及び基金の既

存三組織を統合した新組織について検討開始 

平成 22 年 10 月 対策会議及び基金理事会において、基金を母体に、対策会議及び活用協議会の役

割・事業を引き継ぎ、公益財団法人へ移行することで合意 

平成 23 年 5 月 対策会議及び基金理事会において、組織・役員体制等について合意 

平成 23 年 7 月 活用協議会の理事会・総会において新財団への統合計画の承認 

平成 23 年 10 月 対策会議及び基金理事会において公益移行計画の承認 

平成 23 年 12 月 熊本県公益等認定審議会において、公益認定の基準に適合の答申 

平成 24 年 4 月 4 月 1 日付けで公益財団法人くまもと地下水財団への移行登記完了・発足 

 

くまもと地下水財団設立イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（財）熊本地下水基金 

設立 ：平成 3年 3 月 

理事長 ：熊本市長 

副理事長 ：熊本市副市長、宇土市長、県環境生活部長 

常務理事 ：熊本市環境保全局長 

理事 ：熊本地域 11 市町村長、県環境立県推進課長、熊本市上下水道事業管理者 

監事 ：熊本市及び宇土市会計管理者 

主な事業  

  雨水浸透施設設置助成、水源かん養林整備助成等 

  

  移
行 

公益財団法人 くまもと地下水財団 

平成 24年 4月 1日設立 

統
合 

統
合 

熊本地域地下水保全活用協議会 

設立 ：平成 7年 2 月 
会長 ：熊本市長 
副会長 ：県環境生活部長、菊陽町長、経済同友会代表 

顧問 ：熊本県知事 
会員 ：地下水利用者、経済団体、農協、県、 
 熊本地域 11 市町村（約 320 名） 

主な事業 

  量水器等設置助成、節水等普及啓発等 

熊本地域地下水保全対策会議 

設立 ：昭和 61 年 10 月 

議長 ：熊本県知事 
委員 ：熊本地域 11 市町村長 
主な事業 

  地下水保全対策の検討、取りまとめ等 
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Ⅰ－２．組織体制 

 財団の組織は、評議員会・理事会・監事の３つの法定機関と、諮問機関「くまもと地下水会議」及び

賛助会「くまもと育水会」の２つの任意組織で構成されています。 

 それぞれの構成員については、地域一体となった地下水保全を標榜している趣旨を踏まえ、熊本県・

11 市町村の長又は主要職員、地下水採取事業者、経済団体等関係者、学識経験者等で構成されています。 

 

○評議員会 ：理事・監事の選解任、決算・定款変更等の承認 

○理事会  ：事業計画など業務執行の決定 

○監事   ：理事の職務執行の監査 

○諮問機関「くまもと地下水会議」 

：知事を議長とする諮問機関で、広域的な地下水保全の方向性を検討するとともに、 

財団の運営・活動等に対する支援・助言等を実施 

○賛 助 会「くまもと育水会」 

   ：財団活動を支援する任意の組織であり、定款に基づき設置 

 

くまもと地下水財団と各団体との関係 
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Ⅰ－３．財団の役割 

平成 24 年 7 月に財団の諮問機関である「くまもと地下水会議」に対し、「くまもとの地下水を守り抜

くための対策について」を諮問し、約 2 年にわたり議論が重ねられ、平成 26 年 3 月に「くまもとの地下

水を守り抜くための対策～８つの提言～」として答申を受けました。 

この提言を基に、財団は 4 つの基本方針を定め、市町村の枠を超え、熊本地域一体となって地下水保

全を推進する中心組織として、持続可能な地下水利用のための広域的な地下水保全に積極的に取り組ん

でいます。 

 

財団の４つの基本方針 

基本方針１：協働による地下水保全を推進し、地下水保全対策の効果の「見える化」に取り組む 

基本方針２：世界に誇れる美味しい地下水を守るために、地下水の硝酸性窒素濃度低減等の対策を実

施する 

基本方針３：世界に誇れる豊かな地下水を守るために、地下水涵養量を増大させる 

基本方針４：くまもとの宝「地下水」を重要な資源として活用し、熊本地域の暮らしを一層豊かなも

のにするため、くまもとの地下水ブランドづくりを進める 
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Ⅰ－４．事業の概要 

財団の事業については、基本目標の「地下水と地域社会の永続的な調和を図る」ことを達成するため

“８つの提言”を踏まえた 4 つの基本方針に基づき、「第 1 次中長期基本計画」（計画期間：平成 26 年度～

令和 7 年度）（以下「中長期計画」という。）を策定し、計画的に事業展開を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－５．事業費の推移 

 （単位：円） 

事 業 名 令和 3 年度 令和４年度 令和５年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

地下水環境調査研究事業 8,704,286 10,286,593  10,070,926 12,083,084 15,110,899 

地下水質保全対策事業 7,399,193 6,645,609 8,436,950 9,837,727 10,546,980 

地下水涵養推進事業 21,885,351 22,452,796 24,181,246 45,326,720 45,053,214 

地下水採取・使用適正化 

推進事業 
11,843,127 13,639,487 14,520,484 14,541,643 14,340,179 

合 計 49,831,957 53,024,485 57,209,606 81,789,174 85,051,272 

 

  

【基本方針１】提言７.８ 

【基本方針２】提言４.５ 

【基本方針３】提言１.２.３ 

【基本方針４】提言６ 

全体 

公１ 

地下水環境調査研究事業 

公２ 

地下水質保全対策事業 

公３ 

地下水涵養推進事業 

公４ 

地下水採取・使用適正化推進事業 



- 6 - 

 

Ⅱ．事業報告 

財団の４つの基本方針に基づき事業展開を図っています。 

Ⅱ－１．地下水環境調査研究事業 

熊本地域の地下水の現状（水位・水質など）や、地下水メカニズムの把握を行い、地下水保全対

策を効率・効果的に推進し、熊本地域における地下水管理手法を確立するため事業を実施していま

す。 

 

１．地下水環境の現況把握のための調査研究 

（１）データベース拡充 

国、県、市町村がそれぞれ管理している地下水位・水質データを財団が一括で管理するため

のデータベースを構築しました。データの蓄積により熊本地域の様々な地点における地下水の

水位や水質の情報をグラフなどで視覚的に見ることができます。 
 

① 地下水位及び水質データの収集・蓄積（令和 7 年度収集分） 

区 分 令和 6 年度分データ収集井戸数 

水位データ 198 カ所 

水質データ 271 カ所 

 

（２）地下水流動メカニズム解明のための研究 

熊本地域水循環モデル、熊本地域地下水解析モデル※１の活用による「見える化」を推進して

います。 

① 熊本地域地下水解析モデルの活用 

水収支及び涵養量の推計（百万㎥/年） 

区分 令和 3 年 令和 4 年 令和 5 年 令和 6 年 令和７年 

流
入
量 

台地部の涵養量 494.7 365.9 431.4 479.3 408.0 

山地部の涵養量 110.2 52.4 76.6 109.5 87.6 

不圧地下水※2の涵養量 3.9 3.9 3.9 3.8 3.8 

小計 608.9 422.2 511.9 592.5 499.4 

流
出
量 

地下水採取量 161.8 161.4 161.4 161.4 161.4 

湧水量 326.1 235.4 260.1 313.6 264.0 

その他地域への流出量 111.4 90.7 88.8 103.8 91.7 

小計 599.4 437.4 510.2 578.8 517.1 

水収支 9.5 -65.2 1.7 13.7 -17.7 

熊本気象観測所降水量(mm/年) 2,347.5 1,502.0 1,801.5 2427.0 1998.0 

※小数点第２位を四捨五入しているため計の数値と一致しない。 

※地下水採取量データは、令和６年、令和７年についてはデータ入手の関係上、令和５年データを適用。 
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② 地下水データの継続的な収集及び湧水量データの解析 

ア 江津湖湧水量調査 

地下水量の動向を把握するための調査として、平成 27 年度から江津湖の流量観測業務

を毎月実施しています。 

江津湖湧水量の推移 

年  
日平均湧水量 

(㎥/日) 

平成 29 年 435,038 

平成 30 年 479,995 

令和 元年 512,093 

令和 ２年 564,034 

令和 ３年 584,597 

令和 ４年 568,044 

令和 ５年 546,970 

令和 ６年 564,833 

令和 ７年 574,380 

※日平均湧水量は年単位(1 月～12 月)で算出。 

※令和 5 年度の事業年報までは 4 月～3 月の年度単位で算出していたが、年単位に変更。 

 

湧水量の推移を観測することで、目に見えない地下水量の変化を確認することができます。 

令和 7 年の日平均湧水量は約５７．４万㎥でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）熊本地震による地表面の沈降の影響により、2016 年以降、湧水量の増加が見られる。 

※1959 年の値：「熊本平野総合開発調査報告書 1960.3 熊本県」 

※1992 年～2014 年の値：東海大学市川名誉教授調査結果 

観測所位置図 
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イ 育水の森涵養量調査   

熊本地域には多くの森林が存在し、地下水涵養に貢献しています。森林の水源涵養機能を

評価するため、財団が所有する西原村の約 34ha の水源涵養林（以下「育水の森」という。）

で流出量の観測を実施しました。 

 

③ 研究成果の発表 

ア 「熊本地震後の地下水質の変化」について日本水環境学会主催 WET で発表しました。

（令和 7 年 7 月 5 日） 

イ 「熊本地域の土地利用の変化と地下水涵養量の変化」「熊本地域冬期湛水事業による地

下水涵養量の評価」について日本地下水学会 2025 年秋季講演会の一般公演で発表しまし

た。（令和 7 年 10 月 17 日） 

 

  ④ 熊本地域の地下水位モニタリング 

熊本地域 123 カ所の井戸の令和 6 年地下水位データについて地下水位変化を解析しました。 

 

⑤ 地下水位グラフのＨＰ公開 

国土交通省、熊本市、熊本市上下水道局が管理する観測井について、地下水位の経年変化

（平成元年～令和６年）及び経月変化（令和６年）のグラフを財団ＨＰ、熊本県ＨＰで公開

しました。 

 

（３）新規事業に対する基礎調査 

① 減水深※3調査 

推定涵養量の基礎データを蓄積するため、菊池市旭志平地区及び御船町南田代第１地区、

甲佐町目野地区の新規実施圃場で減水深調査を実施しました。 

また、大津町真木地区の既存圃場で代かき有無による減水深の比較を行いました。 

減水深調査結果 

地 区 調査圃場数 減水深平均値 

菊池市旭志平 ４ 46mm/日 

御船町南田代第 1 ７ 24mm/日 

甲佐町目野 6 11mm/日 

 

代かき有無による減水深比較結果：大津町真木 

 代かき有り（R6 年度調査時） 代かき無し（R7 年度調査時） 

圃場 A 80ｍｍ/日 438ｍｍ/日 

圃場 B 48ｍｍ/日 243ｍｍ/日 

代かきを行わないことで浸透量は約 5 倍。 

※代かきを行わないことで浸透量の増加が確認されたが、湛水事業においては揚水管理

上の制約等を踏まえ、適用の可否を個別に判断する必要がある。 
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２．地下水管理手法の検討 

（１）有識者によるアドバイザー会議の開催 

広域的な地下水保全に取り組む財団の運営及び活動等に支援、助言等を行うとともに、様々

な視点から熊本地域の体系的かつ合理的な地下水保全を検討する、大学等専門機関の有識者で

構成するアドバイザー会議を開催しました。 

  ア 令和 7 年 10 月 9 日開催 

    協議事項：次期熊本地域地下水総合保全管理計画について 

令和 7 年度冬期湛水事業実施計画等について 

イ 令和 8 年 1 月 20 日開催 

  協議事項：令和 7 年度事業実施状況について 

令和 8 年度事業計画について 

次期計画「くまもと地下水財団第 2 次基本計画」について 

 

【アドバイザー会議構成メンバー】 

市川  勉  氏（東海大学名誉教授） 

  川越 保徳 氏（熊本大学大学院先端科学研究部教授） 

  篠原 亮太 氏（熊本県立大学名誉教授） 

  嶋田  純  氏（熊本大学名誉教授・大学院先端科学研究部特任教授） 

  田中 浩二 氏（熊本高等専門学校名誉教授） 

  長野 克也 氏（東海大学名誉教授） 

  松添 直隆 氏（熊本県立大学環境共生学部教授） 

※オブザーバー参加：熊本県、熊本市 

 

（２）第２次基本計画の策定 

熊本県及び熊本地域 11市町村による第二期熊本地域地下水総合管理計画の目標等との連携を

図りながら、次期計画「くまもと地下水財団第 2 次基本計画」を令和 8 年度に策定することに

向けて準備を進めました。 

① 熊本地域地下水総合保全管理計画との連携 

「くまもと地下水財団第 2 次基本計画」の策定に向けて、熊本地域地下水総合保全管理計

画を検討するための会議に出席しました。 

ア 熊本地域地下水保全対策担当課長会議出席（計 2 回） 

イ 熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議出席(計 9 回) 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

※１：熊本地域水循環モデル、熊本地域地下水解析モデル、熊本共通モデル … P36 参考資料参照 

※２：不圧地下水 … 一般に地表から最初の難透水層より上に存在し、上面が大気圧と釣り合った状態にある地下水。 

※３：減水深 … 水田における蒸発散量と浸透量の和を水深単位で表したもの。通常、単位としてｍｍ/日を用いる。 



- 10 - 

 

Ⅱ－２．地下水質保全対策事業 

硝酸性窒素※4 による地下水汚染など、顕在化しつつある地下水の水質悪化に対応し、発生源対策

を進めるため、市町村の削減計画策定に際して調査結果等情報提供の支援を行っています。 

 

１．硝酸性窒素等汚染物質に係る削減計画（行動計画）作成支援 

（１）硝酸性窒素による地下水汚染状況把握 

  熊本大学との共同研究事業で得られた最新の水質調査結果や継続収集している国、県、自治

体管理の地下水位・水質データ等を用いて、硝酸性窒素による地下水汚染状況の把握や汚染要

因の解明に取り組んでいます。 

① 熊本地域地下水質調査研究事業（熊本大学との共同研究事業） 

地下水質の季節変動や経年変化を把握するため、６市町（熊本市、菊池市、合志市、大津

町、菊陽町、益城町）18 カ所の水道水源の詳細な水質調査を熊本大学と共同で毎月実施して

います。 

また、令和６年度の水質調査結果について、報告書により関係市町と情報を共有しました。 

  ア 実施期間 

平成 25 年度～ 

イ 調査実施井戸 

区 分 井戸本数 年間検体数 

熊 本 市 ４本 48 検体 

菊 池 市 ３本 36 検体 

合 志 市 ３本 36 検体 

大 津 町 ２本 24 検体 

菊 陽 町 ３本 36 検体 

益 城 町 ３本 36 検体 

合 計 18 本 216 検体 

ウ 調査頻度 

12 回/年 

エ 調査項目 

     水道基準項目：8 項目（pH 値、亜硝酸性窒素、硝酸性窒素、フッ素イオン、ナトリウム 

             イオン、塩化物イオン、カルシウムイオン、マグネシウムイオン） 

基準外項目   ：8 項目（電気伝導率、溶性ケイ酸、アルカリ度、カリウムイオン、リチウ

ムイオン、臭化物イオン、硫酸イオン、リン酸イオン）   
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② 熊本地域湧水状況調査（熊本大学との共同研究事業） 

令和６年度をもって熊本地域全体の湧水調査が完了したことから、全調査地点のデータを

統計的に解析して、各湧水地の特徴や水質についてまとめたデジタルブックを作成しました。 

 

（２）市町村ごとの硝酸性窒素削減計画策定及び対策実施への対応 

硝酸性窒素削減対策の助言等を行うために、熊本県や関係市町村が開催する硝酸性窒素削減

計画策定のための会議等に出席するとともに、会議等を通じて連携した地下水保全対策の情報

を収集しています。 

ア 宇土市硝酸性窒素削減対策会議出席 

（令和 7 年 5 月 29 日、12 月 22 日、令和 8 年 3 月 26 日） 

イ 合志市硝酸性窒素削減計画策定委員会・部会出席 

（令和 7 年 8 月 27 日、10 月 23 日、12 月 9 日、令和 8 年 2 月 25 日、3 月 17 日） 

ウ 菊池市地下水対策協議会出席（令和 8 年 1 月 27 日） 

エ 熊本市硝酸性窒素対策検討委員会出席（令和 8 年 3 月 19 日） 

 

（３）有機フッ素化合物（PFOS・PFOA）の対応について 

有機フッ素化合物の調査・分析等に活用するための地下水流線図データを調査・分析等を実

施する市町村に提供しています。 

 

２．硝酸性窒素等汚染物質に係る削減対策の推進 

農耕地への過剰施肥（肥料等）を原因とする硝酸性窒素による地下水質の悪化が懸念されてお

り、適正施肥を推進するための補助事業を実施しています。 

 

（１） 適正施肥の推進 

① 土壌診断補助事業 

土壌診断の結果を基にした適正施肥を推進するため、土壌診断補助事業を行う市町村へ補

助を実施しています。 
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補助事業実施状況（合志市、益城町(R7 年度～)） 

年 度 件数 助成金額（円） 

平成 24 年度～令和３年度 478 239,000 

令和 ４年度 115 57,500 

令和 ５年度 105 52,500 

令和 ６年度 115 57,500 

令和 ７年度 114 57,000 

合 計 927 463,500 

 

（２）地下水質保全に寄与する農産物の流通等推進 

地下水保全に寄与するくまもとグリーン農業等をウォーターオフセットの取組と連携して推

進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

※４：硝酸性窒素 … 農地に散布された窒素肥料、家畜の糞尿 (堆肥)、生活排水が地下浸透することで土壌に窒素が供給

される。地下水汚染は土壌に供給された窒素が硝酸性窒素等に変化し地下水に移行することによって

起こる。 

 

 

  



- 13 - 

 

Ⅱ－３．地下水涵養推進事業 

熊本地域の地下水量を増やすために、熊本地域の地質的特徴を活かした水田湛水事業※5 のほか、

財団所有の水源涵養林の適正管理など、農林業と連携した地下水涵養事業を実施しています。 

また、都市部での涵養の取組として雨水浸透ます等設置の補助事業を行う市町村に対し補助を実

施しています。 

 

１． 農林業等と連携した地下水涵養対策事業の推進 

涵養域の保全、湛水事業の推進、水源涵養林の整備・管理など、農林業が持つ地下水涵養能力

を生かした涵養事業を推進しています。 

 

（１）水田オーナー制度 

水田オーナー制度とは、企業・個人が水田のオーナーとなり、農作業体験や生産者との交流

を行いながら、涵養域における水田の保全と地下水の涵養を図る取組です。 

持続可能な水環境の啓発を兼ねた事業として、平成 25年度から大津町真木地区において実施

しています。 

① 参加企業・団体等の推移 

年 度 参加企業・団体、個人数 実施面積（㎡） 推定涵養量（㎥） 

平成 25 年度 

～令和３年度 
50 企業・団体、14 個人 43,966 249,028 

令和 ４年度 9 企業・団体、6 個人 7055 43,035 

令和 ５年度 9 企業・団体、7 個人 7,055 43,035 

令和 ６年度 10 企業・団体、4 個人 7,055 43,035 

令和 ７年度 12 企業・団体、4 個人 8,084 48,794 

   農作業体験の実施  ５、６月：田植え     ８、10 月：稲刈り 
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（２）ウォーターオフセット 

ウォーターオフセットとは、地下水を涵養する農地

を守るために消費者が地下水を育む田畑で栽培された

農産物（農産物加工品）や、それを食べて育った畜産

物を積極的に購入・消費することで地下水保全につな

げる取組です。 

財団では、地下水を育む田畑で栽培された農畜産物等

を広報・啓発することで、農地保全による地下水保全に

取り組んでいましたが、令和６年度から、白川中流域で

栽培された米への作付け助成等の新たな仕組みが導入さ

れたことから、現在は財団による取り扱いを休止してい

ます。 

 

（３）水源涵養林等の整備・活用 

森林が持つ保水機能や水源涵養効果の維持を目的に、計画的に育水の森の整備を実施してい

ます。また、災害その他被害の予防及び応急処置等のために定期に巡視を行っています。 

①  育水の森の管理 

  令和 5 年度以降の間伐や作業道の整備等の森林整備方針を検討するための現況調査を、令

和 4 年度に行いました。この調査結果を受け、令和 5 年度以降の森林整備は実施せず、巡視

等を行い適正な管理に努めています。 

 

（４）冬期湛水事業 

稲刈り後の冬場の水田に水を張り、年間を通じた地下水涵養の取組として平成 24年度から冬

期湛水事業を実施しています。 

  ① 冬期湛水事業実施状況 

ア 実施市町村：菊池市、大津町、西原村、益城町、御船町、甲佐町 

イ 実施期間 ：11 月～3 月 
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実施地区と面積内訳（ha） 

地 区 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

益城町津森 4.5 4.5 4.3 4.5 4.5 

大津町真木 12.4 9.7 13.1 15.2 14.2 

大津町矢護川 2.3 4.4 11.4 16.5 11.0 

大津町瀬田 － － 7.2 7.7 7.6 

西原村小野・滝 4.9 5.3 5.7 7.4 7.3 

西原村葛目 2.8 2.4 2.4 2.9 3.1 

甲佐町目野 3.0 2.9 2.9 4.6 5.4 

御船町南田代第 1 － － － 1.2 4.0 

御船町南田代第３ 1.7 1.7 1.6 2.3 3.5 

御船町南田代第４ 1.5 1.5 1.9 2.6 4.2 

菊池市旭志平 － － － 1.0 2.8 

合計面積（ha） 33.1 32.4 50.5 65.8 67.6 

推定涵養量（万㎥） 229.8 228.7 400.1 627.2 606.2 

  

 ② 持続可能な冬期湛水事業の確立（募集型寄付金の募集） 

近年、地下水涵養の必要性が高まっていることから冬期湛水事業を拡大しており、増加する

冬期湛水事業の必要資金を確保し、熊本地域の共有の財産である地下水の保全に資することを

目的とし、募集型寄付により寄付金を募集しました。 

募集期間 令和 7 年 10 月 24 日～令和 7 年 12 月 19 日 

資金使途 「令和７年度冬期湛水事業」の事業費に寄付金を全額充当 

寄付の目安 地下水涵養量１㎥当たり５.７円 

募集対象 どなたでも申込可能 募集総額 30,500 千円（推定涵養量 535 万㎥相当） 

寄付申込件数 65 件 寄付申込額 21,998 千円（推定涵養量 386 万㎥相当） 

その他 
寄付金額に見合う量の「地下水涵養量証明書」を地下水財団が寄付者に発行し、

寄付者の地下水涵養対策の実績として熊本県に報告することができる。 
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２．地下水保全施設の設置推進による地下水涵養対策事業の推進 

都市部での涵養対策としての雨水浸透ます※6 や節水活動としての雨水貯留タンク※7 など、 

地下水保全施設の設置を推進するため、補助事業を行う市町村への補助を実施しています。 

また、補助事業制度の周知を図るため、市町村と連携した広報・啓発活動を行っています。 

 

（１）雨水浸透ます、雨水貯留タンクの設置補助 

補助事業実施状況 

年 度 

雨水浸透ます 雨水貯留タンク 

補助金額（円） 実施 

市町村数 

件数 

（基数） 

実施 

市町村数 

件数 

（基数） 

平成 24 年度～ 

 令和３年度 
6～9 441 4～9 288 11,798,400 

令和 ４年度 9 9 10 27 690,000 

令和 ５年度 9 28 10 18 747,000 

令和 ６年度 9 13 10 26 895,000 

令和 ７年度 10 18 10 22 859,000 

合 計 509 381 14,989,400 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

※５：水田湛水事業   … 土壌病虫の駆除や雑草の抑制など営農の一環として水田に水を張ることにより地下水を涵養する

取組。 

※６：雨水浸透ます    … 住宅地などに降った雨水を地面へと浸透させることのできる設備。 

※７：雨水貯留タンク… 雨水を溜め飲用以外の散水等として利用するために設置する設備。 

  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%8F%E5%AE%85%E5%9C%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%A8%E6%B0%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E9%9D%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B5%B8%E9%80%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A8%AD%E5%82%99
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Ⅱ－４．地下水採取・使用適正化推進事業 

地下水に関する各種情報の収集や地域における保全活動の紹介など、地下水管理の必要性・手

法・実践例等について広く周知を図るとともに、積極的な保全活動実践者を顕彰し、熊本地域の地

下水保全の機運の醸成を図る活動を実施しています。また、地下水採取者に量水器や止水バルブの

設置費を助成し、適正な地下水利用・管理の支援を行っています。 

１．地下水保全活動の推進 

 

（１）魅力あるくまもとの地下水の情報発信 

SNS 等の広報媒体やイベント等を通じてくまもとの地下水の魅力を情報発信しています。 

① くまもとの地下水情報の発信 

内容等 

【オリジナル広報キャラクター「水の精霊 みずき」を用いた地下水情報の発信】 

・YouTube、財団ホームページで動画を放映 

【メディアを活用した情報発信】 

・熊本日日新聞及び Yahoo!インターネットの広告に水の日記念シンポジウム開催を掲載 

・くまもと経済の記事に水田オーナー制度の田植え及び稲刈りを掲載 

・山陰中央新報及び朝日新聞、読売新聞に熊本地域の地下水を守る取組を掲載 

・熊本日日新聞の広告及びくまもと経済の記事に地下水保全顕彰制度の企業の認定を掲載 

・テレビ朝日「しあわせのたね。」出演 

【SNS による広報】 

・財団公式 Facebook や Instagram で地下水情報を随時発信 

【水の日記念シンポジウム開催】 

・令和７年８月１日にトークショー「モッちゃんと語ろう！ 

～くまもとの地下水量はどうなの！？～」を開催 

内 容：本橋馨氏をスペシャル MC に迎え有識者がトークを展開 

出演者：本 橋  馨 氏（株式会社 MY プロデュース、元 KKT

アナウンサー） 

 細野 高啓 氏（熊本大学大学院先端科学研究部教授） 

川﨑 雅俊 氏（サントリーホールディングス㈱ 未来

事業開発部課長、 WaterScape㈱代表

取締役社長） 

参加者：118 名 

【第 28 回日本水大賞審査部会特別賞受賞】 

活動名称：「地域産業とともに歩み未来に引き継ぐ地下水保全活動」 
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（２）地下水保全意識の向上 

地下水保全に取り組む企業・団体の顕彰など地下水保全意識の向上と取組の輪を広げるため

の活動を推進しています。 

① 地下水保全顕彰制度の実施 

    令和８年 2 月 12 日に認定企業を顕彰する「令和７年度地下水保全顕彰制度認定書交付

式」を開催しました。 

     

    ・ 認定書交付企業 

      ゴールド：アデル・カーズ株式会社 

           メルコパワーセミコンダクタチップ株式会社 

      シルバー：株式会社アネシス 

           Japan Advanced Semiconductor Manufacturing 株式会社  

②  くまもと育水会※の充実 

ア くまもと育水会（財団会報誌）Vol.24（令和８年

3 月）を発行。 

イ 地下水俱楽部（キッズ・学生会員向け財団会報

誌）Vol.10（令和８年３月）を発行。 

※くまもと育水会は、財団の設立目的に賛同し、熊

本地域の地下水保全活動を支援する方を会員とする

任意組織です。会員は、行政会員（熊本県、熊本地

域 11 市町村、大津菊陽水道企業団及び熊本市上下

水道局）、正会員（財団の目的に賛同し活動を支援

する企業、団体、個人）、準会員（小学生以下のキ

ッズ会員と中学から大学生までの学生会員）により

構成されています。 

キッズ・学生会

員数（内数）

平成24年度 288

平成25年度 352

平成26年度 387

平成27年度 487 100

平成28年度 539 114

平成29年度 599 122

平成30年度 630 134

令和元年度 667 165

令和2年度 699 169

令和3年度 730 174

令和4年度 736 170

令和5年度 727 162

令和6年度 736 175

令和7年度 727 176

くまもと育

水会会員数
年　度
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（３）次世代人材育成のための活動 

   熊本の水の魅力の情報発信や水問題を考える機会を通じて次世代の地下水保全活動を担うユ

ースを育成するため、ユース水フォーラムくまもと（以下「YWFK」という。）の活動に参画

するとともに、連携した取組を行っています。また、アドバンストプログラムを立ち上げ、水

について関心のある高校生、大学生に学びの場を提供しています。 

 

① YWFK との活動 

ア YWFK オープンキャンパスに参画 

イ YWFK 主催「熊本の水文化ゼミ」に参画 

② アドバンストプログラムの開催 

 参加の学生が地下水保全に取り組む企業を訪問し、地下水保全の取組状況や担当者の思

いなどのヒアリングを行い、その内容を子ども向け会報誌でまとめてもらいました。 

 

（４）水環境教育・啓発活動の推進 

   様々な世代のニーズに応じた水環境教育を推進するとともに、啓発イベント等による地下水

保全意識の醸成を図っています。 

① 出前講座 

ア 熊本製粉株式会社社員研修（令和７年４月 18 日） 

・ 内 容： ～熊本地域の地下水～かけがえのない熊本地域の地下水を未来に 

・ 参加者：１５名 

イ 西日本シティ銀行熊栄会会員向けセミナー（令和 7 年 6 月 22 日） 

・ 内 容：熊本地域の持続的な地下水保全 

・ 参加者：１６名 

ウ 富士フイルム地下水涵養田２０２５田植え講義（令和 7 年６月 22 日） 

・ 内 容： くまもとの地下水 

・ 参加者：１００名 

エ 菊池市隈府小学校 4 年生向け授業（令和 7 年 7 月 16 日） 

・ 内 容：熊本の地下水 

・ 参加者：８７名 

オ 地下水の親子向けセミナーin TSUTAYA BOOKSTORE 菊陽（令和７年 8 月 10 日） 

・ 内 容：水の実験 

・ 参加者：親子１２組（３２名） 

カ 地下水の親子向けセミナー in TSUTAYA さくらの森店（令和 7 年 9 月 27 日） 

・ 内 容：水の実験 

・ 参加者：親子３組（７名） 

キ 嘉島町嘉島中学校 1 年生向け授業（令和 7 年 10 月 16 日） 

・ 内 容：熊本地域の地下水 

・ 参加者：１６名 
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ク 大津町大津小学校 5 年生向け授業（令和 7 年 11 月 27 日） 

・ 内 容：くまもとの地下水 

・ 参加者：１５３名 

 ② 地下水の勉強会 

   ア くまもと育水会会員向け勉強会開催（令和 7 年 12 月３日） 

・ 内 容：地下水保全に取り組む企業等の事例紹介、地下水保全に関するワークショップ 

・ 講 師：アデル・カーズ株式会社、サントリーホールディングス株式会社 

・ 参加者：３６名（講師含む）  

イ 行政会員向け勉強会開催（令和 8 年３月５日） 

・ 内 容：地下水モニタリングシステムの概要と利用方法について 

・ 講 師：WaterSpace(株)代表取締役社長 川﨑 雅俊 氏 

・ 参加者：１４名 

③ 啓発活動等 

ア  「水道フェスタ２０２５くまもと」にてブース出展 

（令和 7 年１１月２２日） 

イ 熊本ヴォルターズ「水フェス」ブース出展 

(令和８年３月 14 日、15 日) 

  

２．地下水の適正利用の推進 

関係機関と連携した節水推進活動や地下水採取量の把握など、節水につながる管理手法等の

情報提供を行うとともに、地下水の適正利用推進のため、量水器等の設置費の補助事業を実施

しています。 

（１）節水活動推進 

県、市町村、水関連団体、企業等と連携した節水啓発活動を推進しています。 

・くまもと育水会会員に節水啓発チラシ、シールを送付 

 

（２）量水器等の設置助成と普及促進 

補助事業の実施状況 

年 度 量水器（基） 止水バルブ(基) 助成金額(円) 

平成 2４～令和 2 年度 52 5 7,012,975 

令和 ３年度 2 0 325,000 

令和 ４年度 2 0 300,000 

令和７年度 8 0 1,075,000 

合 計 64 5 8,712,975 

   ※令和５年度、6 年度は補助実績無し。 
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令和７年度 主な活動記録 

 

年月日 内容等 

Ｒ7. 4.18 

  4.19 

  4.23 

  4.24 

  5. 7-5. 8 

  5.13 

  5.21 

  5.29 

  6. 4 

  6. 7-6. 8 

  6.12 

6.14 

6.22 

   

6.27 

  7. 5 

  7. 9 

  7.16 

  7.17 

  7.21 

  7.28 

  8. 1 

  8. 7 

  8.10 

  8.17 

  8.25 

8.26 

8.27 

8.29 

9. 6 

9.17 

9.25 

9.27 

10. 1 

10. 9  

熊本製粉株式会社の社員研修で出前講座 

ユース水フォーラムくまもとキックオフミーティングに参加 

独立行政法人国際交流基金の視察対応 

第１回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

水田オーナー制度田植え（平日の部） ２企業・団体が参加 

第２回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

ＪＩＣＡ主催によるキューバ視察の受け入れ 

第１回宇土市硝酸性窒素削減対策会議に出席 

第３回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

水田オーナー制度田植え（休日の部） １０企業・団体、１個人が参加 

熊栄会会員向けセミナーで出前講座 

ユース水フォーラムくまもとオープンキャンパスに参画 

富士フイルムマテリアルマニュファクチャリング株式会社九州製造本部地下水涵養田

２０２５田植えイベントで出前講座 

第４回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

日本水環境学会主催ＷＥＴで「熊本地震後の地下水質の変化」について発表 

第１回くまもと地下水と土を育む農業推進県民会議に出席 

菊池市隈府小学校授業で出前講座 

第５回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

ユース水フォーラムくまもと主催「熊本の水文化ゼミ」に参画 

水質調査報告会 熊本市上下水道局 

令和７年度水の日記念シンポジウム開催 

第６回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

地下水の親子向けセミナー in TSUTAYA BOOKSTORE 菊陽で出前講座 

ユース水フォーラムくまもと主催「熊本の水文化ゼミ」に参画 

第１回熊本地域地下水保全対策担当課長会議に出席 

肥後の水とみどりの愛護賞審査会に出席 

第１回合志市硝酸性窒素削減計画策定委員会に出席 

水田オーナー制度稲刈り（平日の部） ２企業・団体が参加 

ユース水フォーラムくまもと主催「熊本の水文化ゼミ」に参画 

瀬田地区水田湛水協議会総会に出席 

第７回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

地下水の親子向けセミナー in TSUTAYA さくらの森店で出前講座 

感謝状贈呈式 九州流通サステナビリティサロン 

第１回アドバイザー会議開催 
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年月日 内容等 

10.11 

10.11-12 

10.16 

10.17 

10.23 

10.24-12.19 

10.28 

  11.18 

  11.21 

  11.22 

  11.27 

  11.29 

  12. 2 

  12. 3 

12. 9 

  12.11 

  12.18 

  12.22 

  12.23 

R8. 1.20 

1.27 

2.3 

2.12 

2.16 

2.25 

2.27 

3.5 

3.14-15 

3.17 

3.19 

3.23 

3.26 

ユース水フォーラムくまもと主催「熊本の水文化ゼミ」に参画 

水田オーナー制度稲刈り（休日の部） ９企業・団体が参加 

嘉島町嘉島中学校授業で出前講座 

日本地下水学会２０２５年秋季講演会の一般講演発表 

第２回合志市硝酸性窒素削減計画策定部会に出席 

募集型寄付金の募集 

肥後の水とみどりの愛護賞表彰式・講演会に出席 

山梨県富士吉田市議会行政視察への対応 

第９回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

「水道フェスタ２０２５くまもと」にてブース出展 

大津町大津小学校授業で出前講座 

アドバンストプログラム開催（若者を対象とした水についての高度な学びの場） 

台湾政府経済部水利署の視察対応 

くまもと育水会会員向け勉強会開催 

第２回合志市硝酸性窒素削減計画策定委員会に出席 

第１０回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

令和７年度地下水保全顕彰委員会 

第２回宇土市硝酸性窒素削減対策会議に出席 

第２回熊本地域地下水保全対策担当課長会議に出席 

第 2 回アドバイザー会議開催 

第 9 回（令和 7 年度 第 1 回）菊池市地下水対策協議会に出席 

第２回くまもと地下水と土を育む農業推進県民会議に出席 

地下水保全顕彰制度認定書交付式 

第１１回熊本地域地下水保全対策担当者ワーキング会議に出席 

第３回合志市硝酸性窒素削減計画策定部会に出席 

第３回熊本地域地下水保全対策担当課長会議に出席 

行政担当者向け勉強会開催 

熊本ヴォルターズ「水フェス」にてブース出展 

第３回合志市硝酸性窒素削減計画策定委員会に出席 

令和７年度（2025 年度）熊本市硝酸性窒素対策検討委員会に出席 

（公財）肥後の水とみどりの愛護基金評議員会に出席 

第３回宇土市硝酸性窒素削減対策会議に出席 
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令和７年度 会議等の開催状況 

（１）通常理事会 

年月日 審議事項等 結果 

R7. 5. 28 

第 1 回通常理事会 

【議事】 

議案第１号：令和 6 年度事業報告及び決算（案）について 

議案第２号：公益財団法人くまもと地下水財団規程の一部改

正について 

議案第 3 号：令和 7 年度定時評議員会の招集（案）について  

議案第４号：くまもと地下水会議委員の選任（案）について 

【報告】 

報告１：事業に係る職務の執行状況（事業報告）について 

報告２：令和６年度募集型寄付金の結果と令和７年度の予定

について 

原案承認 

R8. 2. 6 

第２回通常理事会 

【議事】 

議案第 1 号：令和７年度予算の補正（案）について 

議案第２号：公益財団法人くまもと地下水財団規程等の改廃

等について 

議案第 3 号：令和８年度事業計画（案）について 

議案第４号：令和８年度予算（案）について  

【報告】 

報告１：令和７年度事業（４月～12 月期）に係る職務の執行

状況（事業報告）について 

報告２：くまもと地下水財団第２次基本計画の策定状況につ

いて 

報告３：基本財産の運用について 

報告４：地下水保全顕彰委員会での審査結果について 

報告５：公益法人制度の改革に伴う新会計基準への対応につ

いて 

原案承認 
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（２）定時評議員会 

年月日 審議事項等 結果 

R7. 6.24 

定時評議員会 

【指名】 

議事録署名人の指名について 

【議事】 

議案第１号：令和６年度決算(案)について 

議案第 2 号：評議員及び役員の選任(案)について 

議案第 3 号：定款の一部変更の件について 

【報告】 

報告１：令和６年度事業報告について 

【その他】 

１ 令和７年度事業計画及び令和７年度予算について 

２ 令和 6 年度募集型寄付金の結果と令和 7 年度の予定につ

いて 

原案承認 
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Ⅲ．参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



データベース登録　水位・水質データ登録状況 (1/2) 〇：水位 ●：水質 　◎：水位・水質

年 熊本県 熊本市
熊本市

上下水道局
菊池市 宇土市 合志市

大津菊陽

水道企業団
西原村 御船町 嘉島町 益城町 甲佐町 国交省

1982 〇

1983 〇

1984 〇

1985 〇

1986 〇 〇

1987 〇 〇

1988 〇 〇

1989 〇 〇 ◎

1990 〇 〇 ◎

1991 〇 〇 ◎

1992 〇 〇 ◎

1993 〇 〇 ● 〇

1994 〇 〇 ● 〇

1995 〇 ◎ ● 〇

1996 〇 ◎ ● ◎ 〇

1997 〇 ◎ ● ◎ ◎

1998 〇 ◎ ● ◎ ◎

1999 〇 ◎ ● ◎ ◎

2000 〇 ◎ 〇 ● ◎ ◎ 〇

2001 〇 ◎ 〇 ● ◎ 〇 〇

2002 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇

2003 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇

2004 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ● 〇

2005 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ● 〇

2006 〇 ◎ 〇 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● 〇

2007 〇 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

2008 〇 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ● ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

2009 〇 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2010 〇 ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2011 〇 ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2012 〇 ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2013 〇 ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2014 〇 ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2015 〇 ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2016 〇 ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2017 〇 ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇
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データベース登録　水位・水質データ登録状況 (2/2) 〇：水位 ●：水質 　◎：水位・水質

年 熊本県 熊本市
熊本市

上下水道局
菊池市 宇土市 合志市

大津菊陽

水道企業団
西原村 御船町 嘉島町 益城町 甲佐町 国交省

2018 〇 ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2019 〇 ◎ ◎ ● ● ● ◎ ● ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

2020 〇 ◎ ◎ ● ● ● ◎ ● ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

2021 〇 ◎ ◎ ● ● ● ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2022 〇 ◎ ◎ ● ● ● ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2023 〇 ◎ ◎ ● ● ● ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

2024 〇 ◎ ◎ ● ● ● ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 〇
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データベース登録　地下水関連文献一覧

番号 タイトル カテゴリ 発表年 掲載誌

1 阿蘇火山西麓台地の水理地質－日本の深層地下水（第1報）－ 地下水 1961/11/07 －

2 阿蘇カルデラ内の地下水の水質と流動について 地下水 1974/07/28 日本地下水学会会誌　第17巻　第1号　1975

3 阿蘇火山カルデラ内における水収支 地下水 1976/04/10 日本地下水学会会誌　第18巻　第2号　1976

4 広域水収支における地下水流動量の算定　阿蘇火山西麓部を例として 地下水 1979/11/07 日本地下水学会会誌　第21巻　第3号　1979

5 熊本平野における降雨に対する地下水の対応 地下水 1980/06/07 地理学評論　53-10　P667～671　1980

6 水質から地下水の起源・流動を探る　－熊本平野の例－ 地下水 －

7 阿蘇西ろくにおける地下水かん養 地下水 1982/12/07 土と基礎　31-3　No.1364

8 阿蘇火山体における循環地下水の特性について 地下水 1986/01/25 日本地下水学会会誌　第28巻　第1号　1986

9 阿蘇外輪山西麓域における地下水循環とその変化について 地下水 1987/11/07 地下水学会誌　第29巻　第4号　P161-170　1987

10 阿蘇火山流域における水収支における観測研究 地下水 1987/07/24 土木学会論文集　第393号　Ⅱ-9　1988年5月

11 阿蘇西麓域における水環境の変化について 地下水 1993/02/18 水文・水資源学会誌　第6巻2号　1993　P3-11

12 阿蘇西麓地下水盆 地下水 URBAN KUBOTA NO.27

13 地表流と地下水流を結合した3次元陸水シミュレーション手法の開発 地下水 1996/09/06 地下水学会誌　第38巻　第4号　P253-267　1996

14 タンクモデルによる熊本地域における地下水位の推定 地下水 1999/09/30 水工学論文集　第44巻　2000年2月

15 溶存希ガス分析による熊本平野地下水の年代測定 地下水 1992/09/01 土木学会第47回年次学術講演会　平成4年9月

16 白川水系河川整備基本方針 計画 2000/12/01

17 白川水系河川整備計画 計画 2002/10/01

18 熊本県水資源総合計画　「健全な水循環系の構築」にむけて　くまもと水プラン21 計画 2002/03/01

19 熊本市地下水量保全プラン　～豊な水を守り伝えるために～ 計画 2004/03/01

20 熊本地域硝酸性窒素削減計画 計画 2005/03/01

21 熊本市における地下水中の硝酸性窒素について 地下水

22 第1次熊本市硝酸性窒素削減計画 計画 2007/08/01

23 熊本地域地下水総合保全管理計画 計画 2008/09/02

24 白川中流域農地における湛水による地下水涵養について 地下水 2008/09/01 土木学会第63回年次学術講演会　平成20年9月

25 水前寺・江津湖における湧水メカニズムと変動 地下水 2008/09/01 土木学会第63回年次学術講演会　平成20年9月

26 熊本水前寺・江津湖における湧水の変動とそのメカニズムについて 地下水 2008/01/01 東海大学紀要産業工学部1　2008年　P46-52

27 熊本地域地下水の涵養機構と白川中流域の湛水事業の効果について 地下水 2008/01/01 東海大学紀要産業工学部1　2008年　P60-66

28 熊本地域地下水総合保全管理計画に基づく第１期行動計画 計画 2009/02/16

29 熊本市地下水保全プラン－定着・強化・連携－ 計画 2009/03/01

30 熊本・高遊原台地の林地、畑地における浸透能と涵養量について 地下水 2009/01/01 東海大学紀要産業工学部2　2009年　P67-72

31 熊本市江津湖における水中222Rn濃度を用いた地下水湧出量の評価 地下水 2011/07/13
陸水学雑誌（Japanese Journal of Limnology)72　P193-210

2011

32 第2次熊本市硝酸性窒素削減計画 計画 2011/03/01

33 熊本市における各主体間連携による地下水管理政策の模索 地下水 2010/04/30 日本水文科学会誌　第40巻　第3号　P121-134　2010
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34 熊本県における水環境政策の現状について 地下水 2010/05/17 日本水文科学会誌　第40巻　第3号　P135-143　2010

35 熊本市地下水保全条例（水保全課）　条例第18号 条例 2013/03/27

36 熊本県地下水保全条例 条例 2012/10/01

37 熊本県地下水保全条例施行規則（環境立県推進課）　規則第56号 条例 1990/12/22

38 平成10年度熊本の水資源 地下水 1999/03/01

39 熊本市水保全年報　平成20年度 地下水 2009/12/01

40 熊本県地質図（10万分の1）説明書 地質 2008/02/01

41 熊本市周辺地盤図 地質 2003/08/01

42 阿蘇火山西麓の地下地質 地質 1982/04/01 S・G技報　第2号　1982

43 阿蘇火山西麓の活断層系と地震との関係 地質 1982/04/01 S・G技報　第2号　1982

44 菊池川の地形発達史 地質 1982/04/01 S・G技報　第2号　1982

45 宇土市西岡台V字壕（遺跡）の土木地質学的研究 地質 1982/04/01 S・G技報　第2号　1982

46 阿蘇火山の形成 地質 1984/03/01 S・G技報　第3号　1984

47 実験所付近の地形及び地質 地質 1968/01/01 CALANUS　第1号　1968　（熊本県内地質論文集）

48 合津臨海実験所付近の油徴について 地質 1972/09/01 CALANUS　第3号　1972　（熊本県内地質論文集）

49 天草下島の二江層 地質 1973/10/01
熊本大学教養部紀要　自然科学編　第9号　P29-34　1974

（熊本県内地質論文集）

50 天草下島東半部の古第三紀層 地質 1974/09/30
熊本大学教養部紀要　自然科学編　第10号　P15-18　1975

（熊本県内地質論文集）

51 天草下島南東部の地質構造 地質 1974/09/30
熊本大学教養部紀要　自然科学編　第10号　P11-14　1975

（熊本県内地質論文集）

52 天草諸島及び琉球諸島にみられる洪積世山麓堆積物 地質 1976/09/30
熊本大学教養部紀要　自然科学編　第12号　P61-70　1977

（熊本県内地質論文集）

53 天草島のおいたち 地質 天草建設文化史　1978　（熊本県内地質論文集）

54 蛇紋岩地帯地滑りの新解析法（氷河流動理論の応用） 地質 1980/07/01 S・G技報　第1号　1980　（熊本県内地質論文集）

55 熊本市およびその周辺の地下地質 地質 1977/09/30
熊本大学教養部紀要　自然科学編　第13号　P39-43　1978

（熊本県内地質論文集）

56 菊池川の地形発達史 地質 1982/04/01 S・G技報　第2号　1982　（熊本県内地質論文集）

57 阿蘇火山西麓の活断層系と地震との関係 地質 1982/04/01 S・G技報　第2号　1982　（熊本県内地質論文集）

58 阿蘇火山西麓の地下地質 地質 1982/04/01 S・G技報　第2号　1982　（熊本県内地質論文集）

59 熊本市付近の古土石流 地質 1985/01/01 S・G技報　第5号　1985　（熊本県内地質論文集）

60 阿蘇火山付近の岩層の時代について 地質 1975/09/30
熊本大学教養部紀要　自然科学編　第11号　P15-22　1976

（熊本県内地質論文集）

61 阿蘇火山の形成 地質 1984/03/01 S・G技報　第3号　1984　（熊本県内地質論文集）

62 阿蘇火山の鮎返ノ瀧（栃ノ木）にみられる天然ダム跡 地質 1985/01/01 S・G技報　第4号　1985　（熊本県内地質論文集）

63 阿蘇火山南西部の地質（カブト岩－旧二重峠間） 地質 1985/01/01 S・G技報　第5号　1985　（熊本県内地質論文集）

64 大観峰火山（新称）について 地質 1985/01/01 S・G技報　第5号　1985　（熊本県内地質論文集）

65 宮崎市及びその周辺における宮崎層群の堆積 地質 1972/09/30
熊本大学教養部紀要　自然科学編　第8号　1973　（熊本県

内地質論文集）

66 鹿児島県高隈山の巨礫岩層について 地質 1972/03/01
熊本大学理学部　地学研究報告　第2号　P84-87　1972

（熊本県内地質論文集）

67 本邦炭田に見られる炭層のWash outについて 地質 1966/01/20
九州鉱山学会誌　第34巻　第1号　1966　（熊本県内地質論

文集）
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68 杵島炭砿五尺層のFlowageについて 地質 1966/02/20
九州鉱山学会誌　第34巻　第2号　1966　（熊本県内地質論

文集）

69 潜竜砿における「偽盤」の堆積環境 地質 1967/07/20
九州鉱山学会誌　第35巻　第7号　1967　（熊本県内地質論

文集）

70
The Depositional lEnvironment of the Matsuura Sanjaku-so，the Main Coal Seam，in

the Area of the Senryu Coal Mine
地質 1967/03/01

熊本大学教養部紀要　Vol.7　1　P9-23　1967　（熊本県内

地質論文集）

71 九州に於ける新第三紀層と古第三紀層との境界に就て 地質 1953/12/07
九州鉱山学会誌　第22巻　第2号　1953　（熊本県内地質論

文集）

72 北海道・九州・台湾の古第三紀層の対比に就て 地質 1954/11/11
九州鉱山学会誌　第23巻　第1号　1954　（熊本県内地質論

文集）

73 本邦における中新統基底について 地質 1962/12/01 化石　第4号　1962　（熊本県内地質論文集）

74 先杵島階運動の意義 地質 1963/05/01 化石　第5号　1963　（熊本県内地質論文集）

75 The Eocene Correlation and the Absence of Oligocene Formations in Northern Kyushu 地質 1971/06/01
熊本大学教養部紀要　Vol.9　No.1　P24-30　1971　（熊本

県内地質論文集）

76 What Age is the Initial Occurrence of the Poronai Foraminiferal Fauna in Kyushu？ 地質 1971/06/01
熊本大学教養部紀要　Vol.9　No.1　P15-23　1971　（熊本

県内地質論文集）

77
Significance of the Globigerina sellii Zone Based on the Occurrenece of Amynodon

Watanabei in Northern Kyushu and Its Adjoining District
地質 1972/12/01

熊本大学教養部紀要　Vol.9　No.2　P51-65　1972　（熊本

県内地質論文集）

78 北部九州及びその隣接地域の古第三紀化石層位学からみた漸新世問題 地質 1972/03/01
熊本大学理学部　地学研究報告　第2号　74-83　1972　（熊

本県内地質論文集）

79 海水準の変化からみた含曽畑式土器層の層序学的研究 地質 1976/01/01
熊本県文化財調査報告　第19集　1976　（熊本県内地質論文

集）

80 相良頼景館跡地質調査報告 地質
熊本県文化財調査報告　第22集　1976　（熊本県内地質論文

集）

81 トンカラリン地質調査報告 地質 1978/03/01
熊本県文化財調査報告　第31集　1976　（熊本県内地質論文

集）

82 宇土市西岡台V字壕（遺跡）の土木地質学的研究 地質 1982/04/01 S・G技報　第2号　1982　（熊本県内地質論文集）

83 九州中部地方の地殻変動とテクトニクス－別府－島原地溝の分裂拡大－ 地質 1992/11/25 地質学論集　第41号　P1-12　1993年6月

84 九州中・西部の地震活動 地質 1992/12/21 地質学論集　第41号　P13-18　1993年6月

85 中部九州地域の火山周辺の地震活動とそのテクトニクス 地質 1992/11/17 地質学論集　第41号　P19-34　1993年6月

86 大分平野と別府湾（深部） 地質 1992/11/09 地質学論集　第41号　P35-42　1993年6月

87
雲仙地溝北縁・千々石断層の過去約6000年間の変位－長崎県唐比低地のボーリング調

査結果に基づいて
地質 1992/11/16 地質学論集　第41号　P43-52　1993年6月

88 内陸堆積層の分布高度から求めた中部九州地溝内沈降域の変位 地質 1993/03/10 地質学論集　第41号　P53-72　1993年6月

89 ジルコンの結晶形態からみた中部九州の新第三紀火山活動 地質 1992/12/03 地質学論集　第41号　P73-82　1993年6月

90 中部九州における鮮新世以降の火山活動：豊肥火山地域と島原火山地域の比較 地質 1992/10/30 地質学論集　第41号　P83-91　1993年6月

91 別府－九重地溝帯の地質構造発達史 地質 1992/11/30 地質学論集　第41号　P93-106　1993年6月

92 「九重－別府地溝」北西縁部の地質構造形成史 地質 1992/11/24 地質学論集　第41号　P107-127　1993年6月

93
火山構造性陥没地として豊肥火山地域とその形成テクトニクス－西南日本弧・琉球弧

会合部におけるフィリピン海プレートの斜め沈み込み開始が引き起こした3現象－
地質 1992/11/08 地質学論集　第41号　P129-148　1993年6月

94 中部九州は本当に南北に開いているか？ 地質 1993/05/31 地質学論集　第41号　P149-161　1993年6月

95 東シナ海堆積盆地と中部九州地溝 地質 1992/11/10 地質学論集　第41号　P163-173　1993年6月

96 別府－島原地溝の発想とその後の発展および課題 地質 1992/11/12 地質学論集　第41号　P175-192　1993年6月

97 熊本地域の地下水 地下水 1988/10/01 「熊本の地下水あれこれ」

98 地下水の水質（熊本を中心に） 地下水 1988/10/01 「熊本の地下水あれこれ」

99 日本の地下水（熊本の地下水との比較） 地下水 1988/10/01 「熊本の地下水あれこれ」

100 菱刈鉱山の金銀鉱床 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992

101 阿蘇火山 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992
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102 肥後変成帯とミグマタイト 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992

103 天草の地層と化石 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992

104 御船層群上部層よりの肉食・草食恐竜の化石群 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992

105 「九重－別府地溝」縁辺部の地質と地質構造 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992

106 玖珠盆地の湖成層と中部九州上部新生界の対比 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992

107 別府地域の地形と地質 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992

108 中九州西部の地体構造区 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992

109 熊本市周辺の地下水 地質 1992/03/30 日本地質学会第99年学術大会　見学案内書　1992

110 ふたたび熊本湧泉群の’水’を探る－熊本地域の地下水保全・利用問題の新視点－ 地下水 1993/11/27 ふたたび熊本の地下水を考える

111 熊本周辺地域の地下水問題に関する提言（案）について 地下水 1993/11/27 ふたたび熊本の地下水を考える

112 熊本市の現状と保全対策 地下水 1993/11/27 ふたたび熊本の地下水を考える

113 阿蘇製録の地下地質 地下水 1993/11/27 ふたたび熊本の地下水を考える

114 水文地質・地下水の話題 地下水 1993/11/27 ふたたび熊本の地下水を考える

115 農業水利・かん養の話題 地下水 1993/11/27 ふたたび熊本の地下水を考える

116 雨水・河川水の浸透について 地下水 1993/11/27 ふたたび熊本の地下水を考える

117 熊本市の地下水汚染浄化対策 地下水 1993/11/27 ふたたび熊本の地下水を考える

118 水資源と21世紀の地域戦略　～熊本地下水の再評価と更なる研究を～ 地下水 1993/11/27 ふたたび熊本の地下水を考える

119 熊本県合志市二子山に産する高マグネシア安山岩の化学組成およびＳｒ同位体比 地質 2013/01/01 熊本学園大学産業経営研究　23号　P19-30

120 高遊原地下浸透ダム建設事業について（地下浸透ダムモデル事業） 地下水 1991/01/01 地下水技術　第33巻　第6号　P3-8

121 熊本県阿蘇カルデラ西方地域の活断層軍とその意義 地質 1982/02/14
熊本大学教育学部紀要　自然科学編　第33号　P35-47

1984

122 熊本平野南東部に見られる活断層群 地質 1978/01/01 熊本地学会誌　No.58　P2-4

123 砥川溶岩について 地質 1973/10/26 火山　第2集　第19巻　第1号　P19-24　1974

124 阿蘇カルデラ西側，大峰付近の地質 地質 1969/05/10 地質学雑誌　第75巻　第7号　P365-374　1969年7月

125 熊本平野およびその周辺の地質（その1．熊本平野東方台地の丘陵群の地質） 地質 1963/07/01 熊本大学理学部地学研究報告　第1号　P18-29　1963年7月

126 阿蘇カルデラ西麓の活断層群と側火口の位置 地質 1979/03/12 第四紀研究　第18巻　第2号　P89-101　1979年8月

127 阿蘇平野における第四系と活断層 地質 1981/06/17 不明

128 熊本県菊池市東部の第四系 地質 1984/10/01
熊本大学教育学部紀要　自然科学編　第20号　P47-59

1985

129 中部九州西部熊本地域中期～後期更新世の植生変遷 地質 1998/01/01
熊本大学理学部紀要（地球科学）　第15巻　第2号　P51-66

1998

130 阿蘇西麓台地の地下水の光と影　－熊本地域の地下水盆管理の問題点と新しい視点 地下水 2000/01/01 日本応用地質学会九州支部会報　No.21　P2-8　2000
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事業実施位置図等 

データベース登録水位観測井位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬期湛水実施地域 
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熊本共通モデルにより得られた流線図 

 
 

熊本共通モデルで土地利用を均一かつ水利用なしとした時の地表からの浸透量の空間分布図 

 

すべての作成地図の出典：国土地理院ウェブサイト地理院タイル

（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）を加工して作成 



- 35 - 

 

地下水流動モデルについて 

 

熊本地域水循環モデル 

（GETFLOWS） 

国土交通省九州地方整備局熊本河川国道事務所が白川の正

常流量検討等のために構築した 3 次元水循環モデル。 

平成 23 年度、熊本県・熊本市が国交省の 3 次元水循環モデ

ルの高度化を図り、硝酸性窒素濃度シミュレーション機能を付

加したシミュレーションモデルとして構築。 

平成 24 年度、財団が再度地質データ等の見直しを行い、硝

酸性窒素濃度の将来予測シミュレーションを実施。 

令和５年度、サントリーグローバルイノベーションセンター

(株)とくまもと地下水財団が共同研究を実施。共同研究では、

サントリー、地下水財団、熊本県、熊本大学で検討・協議を行

い、国交省、熊本大学等の様々な活動主体が各々構築していた

既存の熊本地域水循環モデルを統合・更新し、地下水位・揚水、

土地利用、地質（帯水層水理パラメータを含む）、気象、地下水

年代トレーサー観測値等の最新データを反映させた「熊本共通

モデル」を構築。 

熊本地域地下水解析モデル 

熊本県・熊本市が平成 6 年度に実施した「熊本地域地下水総

合調査」において構築し、熊本地域の推定かん養量の算出や水

収支計算等を実施する凖 3 次元モデル。 

平成 20 年度に熊本県と熊本地域 11 市町村で策定した「熊本

地域地下水総合保全管理計画」とそれに伴う行動計画における

目標かん養量の推計及び対策の検討等に活用。 

水循環モデル（GETFLOWS）による地表水・地下水の流線解 
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熊本地域のかん養域推移 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本地域の土地利用項目別面積と比率 

（国土数値情報土地利用細分メッシュデータより算出） 

区 分 
S51 年度 H18 年度 Ｒ3 年度 

面積(㎢) 比率 面積(㎢) 比率 面積(㎢) 比率 

水 田 259.13 24.8 234.61 22.5 196.82 18.8 

畑 地 254.01 24.3 195.09 18.7 175.16 16.8 

森 林 326.60 31.3 308.11 29.5 353.19 33.8 

そ の 他 59.89 5.7 60.87 5.8 22.70 2.2 

水 域 31.29 3.0 30.39 2.9 32.20 3.1 

かん養域合計 930.92 89.2 829.06 79.4 780.09 74.7 

市 街 地 84.14 8.1 158.43 15.2 217.48 20.8 

幹線交通用地 5.22 0.5 9.38 0.9 11.03 1.1 

そ の 他 23.89 2.3 47.30 4.5 35.58 3.4 

非かん養域合計 113.26 10.8 215.11 20.6 264.09 25.3 

※面積は小数点第 3 位を、比率は小数点第 2 位を四捨五入しているため合計の数値と一致しない。 
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地下水保全顕彰制度 認定企業・団体一覧 

〇審査員特別グランプリ 

 公益財団法人肥後の水とみどりの愛護基金（Ｈ27 年度） 

〇第 1 回最優秀グランプリ 

 富士フイルム九州株式会社（Ｈ27 年度） 

〇第 2 回最優秀グランプリ 

 ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社 熊本テクノロジーセンター（Ｈ30 年度） 

〇第３回最優秀グランプリ 

 サントリービール株式会社九州熊本工場（R３年度） 

〇第 4 回最優秀グランプリ 

 ＫＭバイオロジクス株式会社（R６年度） 

認定区分 企業・団体名（認定年度順） 認定年度 

ゴールド認定 ・公益財団法人肥後の水とみどりの愛護基金 

・サントリービール株式会社九州熊本工場 

・ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社 

熊本テクノロジーセンター 

・富士フイルム九州株式会社 

・公益財団法人熊本市上下水道サービス公社 

・ＫＭバイオロジクス株式会社 

・新産住拓株式会社 

・株式会社セイブクリーン 

・アデル・カーズ株式会社 

・メルコパワーセミコンダクタチップ株式会社 

H 25 年度 

H 25 年度 

H 25 年度 

 

H 26 年度 

R 元年度 

R３年度 

R４年度 

R６年度 

R７年度 

R７年度 

シルバー認定 ・ルネサスセミコンダクタマニュファクチュアリング株式会社 

川尻工場 

・三菱電機株式会社パワーデバイス製作所 熊本事業所 

・熊本市管工事協同組合 青年部会 

・熊本総合鉄工団地協同組合 

・株式会社テレビ熊本 

・株式会社山内本店 

・ハイコムウォーター株式会社 

・コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 熊本工場 

・内村酸素株式会社 

・株式会社弘乳舎 

・熊本防錆工業株式会社 

・株式会社井関熊本製造所 

H 25 年度 

 

H 25 年度 

H 26 年度 

H 27 年度 

H 27 年度 

H 27 年度 

H 29 年度 

H 30 年度 

H 30 年度 

R 元年度 

R 元年度 

R２年度 
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・熊本森永乳業株式会社 

・イオンモール株式会社 イオンモール熊本 

・株式会社オジックテクノロジーズ 

・熊本県環境保全協議会 

・熊本トヨタ自動車株式会社 

・Japan semiconductor Manufacturing 株式会社 

・株式会社アネシス 

R３年度 

R４年度 

R４年度 

R４年度 

R５年度 

R７年度 

R７年度 

 

認定区分 企業・団体名（認定年度順） 認定年度 

ブロンズ認定 ・熊本パールライス株式会社 

・西日本高速道路株式会社 九州支社 熊本高速道路事務所 

・公立学校共済組合 熊本宿泊所 

・西部ガス株式会社 熊本支社 

・協電機工株式会社 

・農林中央金庫 熊本支店 

・千代田工業株式会社  

・水道町親和会 

・熊本タクシー株式会社 

・ザ・ニューホテル熊本 

・有限会社岩津塗装 

・菊池地域農業協同組合 

・光洋電器工業株式会社 

・大東商事株式会社 

・九州旅客鉄道株式会社 熊本総合車両所 

・株式会社村田自動車 ボルボ・カー熊本 

H 25 年度 

H 25 年度 

H 26 年度 

H 28 年度 

H 29 年度 

H 29 年度 

H 30 年度 

H 30 年度 

R 元年度 

R 元年度 

R 元年度 

R２年度 

R２年度 

R３年度 

R４年度 

R５年度 

※認定ランクがアップした企業は上位ランクに記載 

※企業名非公表：Ｒ元年度ブロンズ認定企業 1 社 
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